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一
　
は
じ
め
に

　　

都
城
市
は
、
九
州
南
部
の
霧
島
山
麓
に
広
が
る
盆
地
で
す
。
平
安
時
代
の
万

寿
年
間
（
一
〇
二
四
～
一
〇
二
八
）
に
、
大
宰
府
の
役
人
で
あ
っ
た
平
季
基
が

都
城
盆
地
の
荒
れ
地
を
開
発
し
、
関
白
藤
原
頼
通
に
寄
進
し
た
こ
と
で
「
島
津

荘
」
が
成
立
し
た
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
都
城
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
島
津
荘
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
遺
跡
は
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
に
惟
宗
忠
久
（
後
の
島
津
忠
久
）
が
築
い
た
と
さ
れ

る
館
の
伝
承
地
が
祝
吉
御
所
跡
（
郡
元
町
）
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
一
年
、
ほ
場
整
備
事
業
に
先
立
ち
、
金
田
町
に
あ

る
大
島
畠
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
九
世
紀
中
頃
か
ら
一
〇
世
紀
を
中

心
と
し
た
約
一
万
㎡
に
及
ぶ
大
規
模
な
居
宅
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
九

世
紀
中
頃
か
ら
一
〇
世
紀
は
、
日
本
の
古
代
史
に
お
い
て
、
律
令
制
度
が
崩
壊

し
、
地
方
に
新
た
な
有
力
者
が
出
現
し
は
じ
め
る
頃
に
あ
た
り
ま
す
。
大
島
畠

田
遺
跡
は
、
ま
さ
に
地
方
有
力
者
の
台
頭
を
示
す
遺
跡
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
四
年
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
、
平
成
二
九
年
七
月
に
、

歴
史
公
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
島
畠
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
以
降
、
都
城
市
で
は
、
数
多
く
の
古
代

の
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
実

施
し
た
横
市
地
区
遺
跡
群
の
密
度
は
高
く
、
集
落
跡
だ
け
で
な
く
、
下
級
役
人

の
居
宅
跡
や
生
産
遺
跡
な
ど
そ
の
内
容
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、
都
城

盆
地
の
古
代
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
八
年
度
に
道
路
新
設
に
伴
う
郡
元
西
原
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
は
、
平
安
時
代
末
の
Ｌ
字
に
曲
が
る
大
溝
の
一
部
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

不
明
だ
っ
た
島
津
荘
政
所
に
関
連
す
る
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
、
現
在
も
引
き

続
き
周
辺
の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

都
城
市
教
育
委
員
会
で
は
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
国
指
定
史
跡
大
島
畠
田

遺
跡
（
以
下
、
大
島
畠
田
遺
跡
）
歴
史
公
園
開
園
に
伴
い
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
大
島
畠
田
遺
跡
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
論
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
お
引
き
受
け
し
た
、
宮
崎
県
文
化
講

座
の
内
容
に
加
え
、
都
城
盆
地
に
お
け
る
古
代
の
遺
構
や
遺
物
の
構
成
か
ら
う

か
が
え
る
集
落
規
模
等
か
ら
都
城
盆
地
に
お
け
る
古
代
の
主
要
遺
跡
に
つ
い
て

若
干
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
す
。

二
　
奈
良
・
平
安
時
代
の
都
城
盆
地
の
概
要

　　

奈
良
・
平
安
時
代
の
都
城
盆
地
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
大
島
畠
田
遺
跡
の
国

史
跡
指
定
十
周
年
を
記
念
し
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
都
城
市
教
育
委
員
会

二
〇
一
二
）
を
は
じ
め
、
桒
畑
光
博
氏
・
坂
井
秀
弥
氏
・
谷
口
武
範
氏
・
永
山

修
一
氏
・
山
下
大
輔
氏
ら
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
を

御
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
よ
り
、
都
城
盆
地
の
古
代
は
、
遺
跡

の
増
減
な
ど
か
ら
、
大
き
く
「
島
津
荘
成
立
前
」
、
「
島
津
荘
成
立
期
頃
」
、

「
島
津
荘
成
立
後
」
に
分
け
ら
れ
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
御
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
島
津
荘
成
立
以
前

　

島
津
荘
成
立
以
前
と
い
っ
て
も
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
を
含
む
の
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、
律
令
制
成
立
以
後
か
ら
島
津
荘
成
立
以

前
に
つ
い
て
①
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
頭
（
八
世
紀
～
九
世
紀
初
頭
）
と

②
平
安
時
代
前
半
（
九
世
紀.

中
頃
～
一
〇
世
紀
前
半
）
と
し
て
御
紹
介
し
ま

す
。
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①
奈
良
時
代
～
平
安
時
代
初
頭
（
八
世
紀
～
九
世
紀
初
頭
）

　

最
初
に
、
奈
良
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
古
代
に
お
け
る
都
城
盆

地
は
日
向
国
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
日
向
国
の

成
立
は
六
九
八
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
薩
摩
国
は
七
〇
一
年
に
、
大
隅
国
は

七
一
三
年
に
日
向
国
か
ら
分
立
し
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
日
向
国
は
、
朝
廷

に
反
旗
を
翻
す
隼
人
の
居
住
す
る
地
域
と
隣
接
す
る
非
常
に
重
要
な
地
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
豊
前
・
豊
後
国
よ
り
旧
大
隅
国
縁
辺
部
に
大
量
移
民

が
行
わ
れ
る
等
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
都
城
市
内
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
も
、
奈
良
時
代

の
遺
跡
、
特
に
八
世
紀
前
半
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
奈

良
時
代
以
前
の
古
墳
時
代
な
ど
古
墳
や
集
落
跡
は
そ
れ
相
応
に
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
の
で
、
人
が
住
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
集
落
は
み
あ
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
南
九
州
全
域

に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
城
盆
地
で
古
代
の
遺
跡
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
奈
良
時
代
の
後
半
か
ら
平
安
時
代
初
頭
（
八

世
紀
後
半
～
九
世
紀
初
頭
）
の
こ
と
で
す
。
図
１
は
都
城
盆
地
に
お
け
る
こ
の

時
期
の
遺
跡
分
布
を
示
し
た
も
の
で
す
。
大
淀
川
流
域
を
中
心
に
、
そ
の
支
流

域
に
も
数
か
所
の
遺
跡
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
、
早
鈴
町

の
上
ノ
園
第
２
遺
跡
や
下
川
東
四
丁
目
の
中
尾
下
遺
跡
、
大
岩
田
町
の
横
尾
原

遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

上
ノ
園
第
２
遺
跡
は
、
民
間
開
発
に
伴
い
、
約
一
万
㎡
の
調
査
を
実
施

し
、
古
代
の
掘
立
柱
建
物
三
一
棟
や
溝
状
遺
構
・
道
路
跡
な
ど
の
遺
構
の
ほ
か
、

「
秦
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
三
点
出
土
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）
。
永
山
氏

は
、
「
秦
」
は
豊
前
国
に
多
い
姓
で
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
和
銅
七
年

（
七
一
四
）
の
対
隼
人
政
策
と
し
て
の
豊
前
国
か
ら
の
移
民
が
都
城
盆
地
に
及

ん
で
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
蔵
骨
器
が
出
土
す
る
遺
跡
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
図

５
・
表
３
・
写
真
２
）
。
蔵
骨
器
と
は
、
火
葬
し
た
骨
を
納
め
る
容
器
で
す
。

火
葬
は
仏
教
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
身
分
の
高
い
人
々
の
間
で
広
ま
り
、
国

分
寺
・
国
分
尼
寺
建
立
と
と
も
に
地
方
に
広
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
桒
畑
氏
は
、
都
城
盆
地
に
お
け
る
先
駆
的
集
落
の
担
い
手

に
律
令
政
府
に
よ
る
移
民
が
含
ま
れ
て
お
り
、
仏
教
を
も
た
ら
し
た
の
も
こ
れ

ら
の
移
民
で
あ
る
可
能
性
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

先
駆
的
集
落
を
営
ん
だ
人
々
は
、
上
ノ
園
遺
跡
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
都
城

盆
地
に
文
字
を
伝
え
た
人
々
で
も
あ
り
ま
す
。
中
尾
下
遺
跡
で
は
、
「
細
」

「
寺
」
と
い
っ
た
文
字
が
墨
書
や
刻
書
さ
れ
た
土
器
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
非
常
に
端
正
な
も
の
が
多
く
字
形
の
崩
れ
た
も
の
が
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
先
駆
的
集
落
を
営
ん
だ
人
々
が
、
都
城
盆
地
に
文
字
や

仏
教
と
い
っ
た
新
し
い
文
化
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
中
頃
～
一
〇
世
紀
前
半
）

　

古
代
に
お
い
て
、
都
城
盆
地
が
最
も
栄
え
た
時
期
と
い
え
ま
す
。
日
本
の
歴

史
上
で
は
ど
の
よ
う
な
時
期
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
公
地
公
民
が
崩
れ
、
班
田

収
授
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
き
、
地
方
に
新
た
な
有
力
者
た
ち
が
出
現
し

は
じ
め
た
頃
で
す
。
ま
た
遣
唐
使
の
廃
止
（
八
九
四
）
や
菅
原
道
真
が
大
宰
府

に
左
遷
さ
れ
た
（
九
〇
一
）
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。

　

図
２
は
、
九
世
紀
中
頃
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
の
遺
跡
分
布
を
示
し
た
も
の
で

す
。
都
城
盆
地
全
体
に
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
状
況

を
桒
畑
氏
は
「
第
１
次
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
代
表
的
な
遺
跡

は
高
木
町
の
並
木
添
遺
跡
、
金
田
町
の
大
島
畠
田
遺
跡
、
蓑
原
町
の
馬
渡
遺
跡
、

高
城
町
の
真
米
田
遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
盆
地
全
体
で
遺
跡
が
増
加
し
ま
す

が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
横
市
川
流
域
に
お
け
る
遺
跡
の
密
度
は
非
常
に
高

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
淀
川
支
流
の
上
流
域
ま
で
遺
跡
が
営
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
す
。
た
だ
し
、
遺
跡
は
増
加
す
る
も
の

の
、
現
在
の
と
こ
ろ
公
的
施
設
と
断
定
で
き
る
遺
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

並
木
添
遺
跡
は
、
現
在
の
国
道
10
号
線
と
高
速
道
路
が
交
わ
る
付
近
に
位
置
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し
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
調
査
区
内
に
お
い
て
、
約
四
二
〇
ｍ
に
わ
た
り
北

東
―
南
西
方
向
に
延
び
る
ほ
ぼ
直
線
状
の
道
路
跡
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
最
大

幅
は
六
ｍ
あ
り
ま
す
（
写
真
３
）
。
古
代
官
道
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
両
側
に
側

溝
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
の
都
城
盆
地
に
お
け
る
主
要
な
道
路

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
刃
、
下
級
役
人
が
身
に
つ
け
る

石
の
帯
飾
り
（
石
銙
）
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
役
人
が
こ
の
地
を
訪
れ

た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
横
市
町
の
平
田
遺
跡
Ｂ
地
点
で
は

幅
約
五
ｍ
で
両
側
に
側
溝
を
持
つ
道
路
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は

横
市
川
に
む
か
っ
て
延
び
て
お
り
、
遺
跡
か
ら
横
市
川
へ
向
か
う
道
路
跡
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
古
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
掘
立
柱
建
物

跡
な
ど
と
と
も
に
集
落
内
の
道
路
跡
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
す
。

　

地
方
有
力
者
の
邸
宅
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
島
畠
田
遺
跡
は
、
都
城
盆
地

の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
約
一
万
㎡
の
範
囲
に
は
、
区
画
溝
や
門
で

区
切
ら
れ
た
敷
地
内
に
、
約
八
八
坪
（
約
二
九
〇
㎡
）
も
あ
る
大
型
建
物
跡

（
掘
立
柱
建
物
跡
）
と
そ
の
南
側
に
は
池
状
遺
構
と
池
の
中
島
に
は
御
堂
の
よ

う
な
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
４
・
図
６
）
。
当
時

の
平
安
京
貴
族
の
邸
宅
を
思
わ
せ
る
造
り
で
す
。
た
だ
し
、
池
状
遺
構
に
つ
い

て
は
、
常
時
水
が
溜
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
雨
季
な
ど
に
水
が
溜
ま
る
通
常
は

水
な
し
の
池
だ
っ
た
こ
と
が
科
学
分
析
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
島
畠
田

遺
跡
の
中
心
建
物
と
い
わ
れ
る
大
型
建
物
は
、
総
面
積
が
大
き
い
だ
け
で
な

く
、
建
物
の
中
心
部
分
の
身
舎
の
周
囲
に
廂
が
巡
り
、
そ
の
外
側
に
縁
が
巡
る

造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
周
囲
に
廂
が
巡
る
建
物
を
四
面
廂
建
物

跡
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
日
向
国
で
も
現
在
の
と
こ
ろ
限
ら
れ
た
遺
跡
で
の
み
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
跡
に
つ
い
て
は
、
門
柱
の
両
脇
に
控
え
柱
が
つ

く
四
脚
門
と
呼
ば
れ
、
平
安
京
で
は
大
臣
以
上
で
な
け
れ
ば
構
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
非
常
に
格
式
の
高
い
門
で
す
。
こ
の
よ
う
に
建
物
跡
か
ら
も
通
常
の
集

落
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
か
ら
も
そ
れ

は
見
て
取
れ
ま
す
。
大
島
畠
田
遺
跡
か
ら
は
、
大
量
の
貿
易
陶
磁
器
や
国
産
施

釉
陶
器
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
平
安
京
貴
族
の
間
で
も
て

は
や
さ
れ
た
嗜
好
品
で
、
一
般
的
な
人
が
保
有
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
島
畠
田
遺
跡
か
ら
は
、
土
師
器
（
素
焼
き
の
土

器
）
が
千
枚
以
上
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
土
師
器
は
、
飲
食
に
用
い
ら
れ
ま
す

が
、
通
常
酒
宴
の
席
で
用
い
ら
れ
、
一
度
使
用
す
る
と
廃
棄
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
の
主
が
頻
繁
に
宴
会
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
文
字
が
墨
書
さ
れ
た
土
器
も
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
「
春
」
、

「
泉
」
と
い
っ
た
文
字
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
内
か
ら
は
漆
に

関
連
す
る
遺
物
や
鍛
冶
関
連
の
遺
物
も
出
土
し
て
お
り
、
遺
跡
内
に
工
房
が

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
島
畠
田
遺
跡
の
規
模
に
は
お
と
り
ま
す
が
、
横
市
川
流
域
に
あ
る
馬
渡
遺

跡
か
ら
も
四
面
廂
の
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
写
真
５
・
図
７
）
。
遺

跡
は
、
自
然
の
浅
い
谷
や
溝
状
遺
構
な
ど
で
区
切
ら
れ
、
南
北
約
七
五
ｍ
、
東

西
約
六
五
ｍ
の
推
定
面
積
約
四
八
〇
〇
㎡
の
範
囲
に
四
面
廂
建
物
や
掘
立
柱
建

物
跡
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
馬
渡
遺
跡
の
四
面
廂
建
物
跡
は
約
八
七
㎡
と

大
島
畠
田
遺
跡
の
も
の
と
は
く
ら
べ
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
一

般
的
な
建
物
と
は
い
ま
せ
ん
。
遺
跡
か
ら
は
、
大
島
畠
田
遺
跡
同
様
、
貿
易
陶

磁
器
や
国
産
施
釉
陶
器
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
ほ
か
、
「
財
」
、
「
永
」
と

墨
書
き
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
財
」
は
、
当
時
こ
の
あ
た

り
が
「
財
部
郷
」
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
関
連
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
も
下
級
役
人
が
身
に
つ
け
る
石
の
帯
飾
り

が
出
土
し
て
お
り
、
遺
跡
の
規
模
や
出
土
品
か
ら
、
下
級
役
人
の
居
宅
跡
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
下
級
役
人
の
装
飾
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
石
の
帯
飾

り
は
、
都
城
市
内
で
現
在
七
ヶ
所
の
遺
跡
で
八
個
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

に
触
れ
た
並
木
添
遺
跡
、
大
島
畠
田
遺
跡
、
馬
渡
遺
跡
、
ニ
タ
元
遺
跡
（
志
比

田
町
）
、
加
治
屋
Ｂ
遺
跡
（
南
横
市
町
）
、
筆
無
遺
跡
（
今
町
）
、
笹
ケ
崎
遺

跡
（
梅
北
町
）
で
す
。
方
形
の
巡
方
が
大
島
畠
田
遺
跡
、
加
治
屋
Ｂ
遺
跡
、
筆

無
遺
跡
か
ら
、
半
月
上
の
丸
鞆
が
並
木
添
遺
跡
、
馬
渡
遺
跡
、
ニ
タ
元
遺
跡
、
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笹
ケ
崎
遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
て
お
り
、
下
級
役
人
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

真
米
田
遺
跡
は
、
約
一
万
一
千
㎡
の
面
積
を
調
査
し
、
二
七
棟
の
掘
立
柱
建

物
跡
を
は
じ
め
、
溝
状
遺
構
や
道
路
跡
等
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
掘
立
柱
建

物
跡
は
総
面
積
が
約
六
一
㎡
と
、
廂
を
持
た
な
い
建
物
と
し
て
は
都
城
盆
地
最

大
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
素
焼
き
の
土
器
で
あ
る
土
師
器
の
坏
と
甕
を
焼
い
た

焼
成
土
坑
も
み
つ
か
っ
て
お
り
、
単
な
る
集
落
と
い
う
よ
り
も
、
公
的
機
関
に

関
連
す
る
遺
跡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
に
は
南
横
市
町
の
坂
元
Ａ
遺
跡
で
水
田
跡
が
、
同
じ

く
南
横
市
町
の
星
原
遺
跡
か
ら
は
畠
跡
と
い
っ
た
生
産
遺
跡
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
の
時
期
に
非
常
に
多
く
の
遺
跡
が
営
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
〇
世
紀
後
半
を
境
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

（
二
）
島
津
荘
成
立
頃
（
一
〇
世
紀
後
半
～
一
一
世
紀
）

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
島
津
荘
成
立
は
、
万
寿
年
間
（
一
〇
二
四
～

一
〇
二
八
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
宰
府
の
役
人
で
あ
っ
た
平
季
基
が
開
発

し
た
当
時
は
荒
地
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
開

発
に
あ
た
る
常
套
句
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
都
城
盆
地
の

発
掘
調
査
成
果
を
み
て
い
く
と
、
九
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
に
営
ま

れ
た
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。
図
３
は
、
こ
の
頃
の
遺
跡
の

分
布
図
を
示
し
た
も
の
で
す
。
特
に
都
城
盆
地
北
部
で
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
遺
跡
が
み
あ
た
り
ま
せ
ん
。
大
淀
川
支
流
の
沖
水
川
や
横
市
川
以
南

の
支
流
域
に
遺
跡
が
点
在
す
る
程
度
で
す
。
で
す
か
ら
、
平
季
基
が
都
城
盆
地

を
開
発
し
た
当
時
の
都
城
盆
地
は
、
実
際
に
集
落
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
管
理

す
る
人
々
を
失
っ
た
荒
地
が
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
表
１

は
都
城
盆
地
の
主
要
な
遺
跡
の
一
覧
表
で
す
が
、
こ
の
中
の
時
期
が
一
〇
世
紀

後
半
か
ら
一
一
世
紀
に
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
該
当
す
る
遺
跡
で
す
。
遺
跡
数

だ
け
で
な
く
、
遺
跡
を
構
成
す
る
遺
構
を
見
て
み
る
と
、
構
成
す
る
掘
立
柱
建

物
跡
の
数
が
そ
れ
以
前
の
時
期
の
数
に
比
べ
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
調
査
面
積
の
違
い
や
調
査
範
囲
が
た
ま
た
ま
集
落
の
外
れ
を
中
心
と
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
九
世
紀
中
頃
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
の
遺
跡
と

比
べ
小
規
模
な
集
落
が
多
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
早
水
町
の
池
ノ
友
遺
跡
や
南
横
市
町
の
坂
元
Ｂ
遺
跡
、
今

町
の
筆
無
遺
跡
、
安
久
町
の
永
田
藤
束
遺
跡
か
ら
は
、
貿
易
陶
磁
器
が
出
土
し

て
お
り
、
相
応
の
財
力
の
持
ち
主
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
三
）
島
津
荘
成
立
後
　

　

図
４
は
、
島
津
荘
成
立
後
の
一
二
世
紀
の
遺
跡
分
布
を
示
し
た
も
の
で
す
。

一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
一
世
紀
に
比
べ
、
遺
跡
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
わ
れ
る
九
世
紀
中
頃

か
ら
一
〇
世
紀
前
半
に
比
べ
る
と
、
遺
跡
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
遺

跡
の
分
布
を
み
る
と
、
島
津
荘
成
立
期
頃
同
様
、
都
城
盆
地
南
部
に
遺
跡
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
大
淀
川
支
流
の
沖
水
川
や
横
市
川
流
域
に
集
中
が
み
ら
れ
る

の
も
特
徴
で
す
。
表
２
を
み
て
い
た
だ
く
と
、
こ
の
時
期
の
遺
跡
の
大
半
か
ら

貿
易
陶
磁
器
の
白
磁
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
特
に
永
田
藤
束

遺
跡
か
ら
は
白
磁
の
水
滴
や
獣
脚
（
人
形
か
）
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
ま
た
図
４
を
み
て
い
た
だ
く
と
、
経
塚
の
造
営
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
か
わ
り
ま
す
。
経
塚
は
早
水
町
の
沖
水
古
墳
や
安
久
町
の
松
ケ
迫
１
遺
跡
、

松
ケ
迫
第
３
遺
跡
な
ど
南
部
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
茶
臼
ケ
陣
跡
や
太
郎
坊

中
原
遺
跡
な
ど
、
北
部
に
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

時
期
を
ま
た
ぐ
も
の
の
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
、
沖
水
川

以
南
の
都
城
盆
地
南
部
を
中
心
に
楕
円
形
周
溝
墓
と
呼
ば
れ
る
墓
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
楕
円
形
の
ド
ー
ナ
ツ
状
に
溝
を
掘
り
、
そ
の
内
側
に
遺
体
を

埋
葬
す
る
穴
が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
、
高
城
町
の
真
米
田
遺
跡
、
早

水
町
の
池
ノ
友
遺
跡
、
池
島
遺
跡
、
今
町
の
筆
無
遺
跡
、
曽
於
市
チ
サ
ノ
木
遺

跡
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
墓
は
、
佐
賀
県
北
端
部
や
福
岡
県
小
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郡
市
で
一
〇
世
紀
代
を
中
心
と
す
る
も
の
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
九
州
北
西
部
と
都
城
盆
地
の
交
流
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
、
島
津
荘
開
発
に
関
連
す
る
人
物
が
こ
れ
ら
の
造
営
に
関
わ
っ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
　
遺
構
・
遺
物
か
ら
み
る
主
要
遺
跡

　

前
段
で
都
城
盆
地
の
古
代
に
つ
い
て
概
要
を
御
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

大
島
畠
田
遺
跡
が
地
方
有
力
者
の
邸
宅
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
邸

宅
規
模
や
構
造
、
出
土
遺
物
が
当
時
の
平
安
京
貴
族
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
と
い

う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
島
畠
田
遺
跡
大
型
建
物
の
規
模
に
つ
い
て
、
都
城
盆
地
の
主
要

遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
掘
立
柱
建
物
跡
と
の
比
較
、
ま
た
日
向
国
府
正
殿

や
平
安
京
貴
族
の
邸
宅
跡
の
建
物
と
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
表
５
～

８
は
、
大
島
畠
田
遺
跡
を
含
め
た
都
城
盆
地
の
主
要
な
遺
跡
の
掘
立
柱
建
物
跡

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
規
模
は
桁
行
と
梁
間
、
面
積
で
示
し
て
い
ま

す
。
平
面
指
数
は
、
家
原
圭
太
氏
に
よ
る
都と
じ
ょ
う城
と
そ
の
周
辺
の
四
面
廂
建
物
の

研
究
で
も
ち
い
ら
れ
た
も
の
で
、
一
般
的
な
掘
立
柱
建
物
に
適
用
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
参
考
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
梁

行
総
長
／
桁
行
総
長
×
一
〇
〇
で
表
し
た
も
の
で
、
家
原
氏
に
よ
る
と
、
四
面

廂
建
物
で
は
、
官
衛
な
ど
の
公
的
施
設
の
建
物
の
ピ
ー
ク
は
五
〇
以
下
で
、
邸

宅
は
六
一
～
七
〇
に
、
集
落
は
七
一
～
八
〇
に
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
指
数
が
五
〇
以
下
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
平
面
が
長
方
形
の
建
物

に
な
り
、
一
〇
〇
に
近
づ
く
ほ
ど
平
面
が
正
方
形
の
建
物
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
島
畠
田
遺
跡
の
大
型
建
物
あ
と
は
、
約
六
四
で
す
の
で
邸
宅
の
範
囲

に
入
り
ま
す
。
下
級
官
人
の
居
宅
で
あ
る
馬
渡
遺
跡
の
四
面
廂
建
物
は
集
落
に

該
当
す
る
と
い
え
ま
す
。
あ
く
ま
で
参
考
値
で
す
が
、
こ
れ
を
あ
て
は
め
て
い

く
と
、
そ
の
割
合
で
遺
跡
の
性
格
に
差
が
出
て
く
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
島
畠
田
遺
跡
や
真
米
田
遺
跡
で
は
五
〇
以
下
の
も
の
が
一
定
数
認
め
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
規
模
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、
大
島
畠
田
遺
跡
や
真
米
田
遺
跡
、
加

治
屋
Ｂ
遺
跡
で
は
、
五
間
×
二
間
以
上
の
規
模
の
建
物
が
認
め
ら
れ
、
他
の
遺

跡
よ
り
も
建
物
の
軒
数
だ
け
で
な
く
規
模
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
都

城
盆
地
の
表
５
～
８
に
上
げ
た
主
要
遺
跡
の
掘
立
柱
建
物
跡
の
総
面
積
の
平
均

は
一
間
×
一
間
が
約
八
㎡
、
二
間
×
一
間
が
約
一
〇
㎡
、
二
間
×
二
間
が
約

一
五
㎡
、
三
間
×
一
間
が
約
一
九
㎡
、
三
間
×
二
間
が
約
二
二
㎡
、
四
間
×
一

間
が
約
三
四
㎡
、
四
間
×
二
間
が
約
三
二
㎡
、
五
間
×
二
間
が
約
五
一
㎡
、
六

間
×
二
間
が
約
五
四
㎡
と
な
り
、
面
積
も
当
然
な
が
ら
規
模
に
比
例
す
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
四
間
×
一
間
が
四
間
×
二
間
の
平
均
よ
り
も
大
き
い
の
は
、

こ
の
四
間
×
一
間
が
大
島
畠
田
遺
跡
か
ら
の
み
検
出
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
、

規
模
が
大
き
い
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
都
城
盆
地
の
主
要
遺
跡
の
最

も
多
い
規
模
は
三
間
×
二
間
で
、
面
積
は
二
〇
㎡
前
後
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま

す
。

　

そ
の
他
、
真
米
田
遺
跡
や
本
池
遺
跡
、
馬
渡
遺
跡
、
加
治
屋
Ｂ
遺
跡
、
星
原

遺
跡
、
平
田
Ｂ
遺
跡
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
の
梁
間
の
両
側
の
柱
穴
が
間
の
柱

穴
よ
り
も
深
い
例
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
建
物
の
規
模
を
み
る
と
、
遺
跡
の

中
で
も
比
較
的
規
模
が
大
き
い
も
の
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
真
米
田
遺
跡
、
加
治
屋
Ｂ
遺
跡
、
星
原
遺
跡
、
平
田
遺
跡
に
お
い
て
は
、

遺
跡
の
中
で
の
各
時
期
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
島
畠
田
遺
跡
で
は
、
こ
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大

島
畠
田
遺
跡
と
他
の
遺
跡
で
は
規
模
が
違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
建

物
を
建
て
る
職
人
が
違
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
日
向
国
府
の
正
殿
（
図
９
）
と
大
島
畠
田
遺
跡
の
大
型
建
物
（
図

８
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、
日
向
国
府
の
正
殿
は
、
七
間
（
約
一
八
．
六
ｍ
）

×
二
間
（
約
五
．
九
ｍ
）
で
、
南
北
に
二
面
の
廂
を
持
ち
、
総
面
積
は
二
二
三
．
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二
㎡
で
す
。
日
向
国
府
の
正
殿
は
八
世
紀
後
半
以
降
一
〇
世
紀
ま
で
継
続
す
る

た
め
単
純
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
島
畠
田
遺
跡
の
大
型
建
物
の
ほ
う
が

大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
大
島
畠
田
遺
跡
の
総
面
積
に
は
縁
が

含
ま
れ
て
お
り
、
廂
ま
で
の
面
積
で
い
う
と
一
八
七
㎡
で
す
の
で
、
日
向
国
府

の
方
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
安
前
期
の
大
島
畠
田
遺
跡
よ
り
も
若
干
古
い
平
安
京
の
貴
族
邸

宅
の
主
殿
（
図
10
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
約
二
四
四
㎡
で
す
。
こ
ち
ら
は
大

島
畠
田
遺
跡
と
同
じ
四
面
廂
の
建
物
で
す
。
縁
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
、
実
際
の
専
有
面
積
で
み
る
と
、
大
島
畠
田
遺
跡
の
規
模
の
大
き
さ
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
出
土
品
に
つ
い
て
で
す
が
、
表
２
を
み
て
い

た
だ
く
と
、
す
べ
て
の
遺
跡
で
土
師
器
・
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

製
塩
土
器
も
大
半
の
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
が
、
貿
易
陶
磁
器
と
国
産
陶
磁
器
で
す
。
平
安
京
で
は
九
世
紀
後

半
以
降
確
実
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
中
期
に

は
中
流
貴
族
で
も
日
常
食
器
と
使
用
さ
れ
る
ほ
ど
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
考
え
る
と
都
城
盆
地
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
出
土
は
や
は
り
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
国
産
施
釉
薬
陶
器
の
う
ち
緑
釉
薬
陶
器

は
多
く
の
遺
跡
で
み
つ
か
り
ま
す
が
、
灰
釉
陶
器
は
、
大
島
畠
田
遺
跡
、
真
米

田
遺
跡
、
馬
渡
遺
跡
と
限
ら
れ
た
遺
跡
の
み
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
を
持
つ
遺
跡
と
い
う
の
が
、
都
城
盆
地
内
で
も

地
方
有
力
者
や
下
級
役
人
に
関
連
す
る
遺
跡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
よ
り
詳
細
な
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な

奈
良
・
平
安
時
代
の
都
城
の
姿
を
復
元
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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史
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〇
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史　

資
料
編　

考
古
』

＊
都
城
市
教
育
委
員
会
発
行
の
発
掘
調
査
報
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て
は
割
愛
し
ま
し
た
。
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図２　９世紀中頃から10世紀の遺跡分布

図４　12世紀の遺跡分布

図１　８世紀後半から９世紀初頭の遺跡分布

図３　11世紀の遺跡分布

（桑畑2009より転載）
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図5　都城盆地の奈良・平安時代の遺跡分布図
1:山城第1遺跡　2:上原第3遺跡　3:城ケ尾遺跡　4:本池遺跡　5:真米田遺跡　6:並木添遺跡　7:大島畠田遺跡
8:庄内西脇遺跡　9:肱穴遺跡　10:平田遺跡Ｂ地点　11:星原遺跡　12:加治屋Ｂ遺跡　13:坂元Ａ遺跡　
14:坂元Ｂ遺跡　15:江内谷遺跡　16:中尾山・馬渡遺跡　17:馬渡遺跡　18:中尾下遺跡　19:ニタ元遺跡
20:上ノ園第2遺跡　21:筆無遺跡　22:梅北針谷遺跡　23:永田藤束遺跡　24:王子原遺跡(4次)　
25:王子原・上安久遺跡　26:郡元西原遺跡　27:池ノ友遺跡　28:池島遺跡　29:早馬遺跡
【蔵骨器出土地】
Ⅰ:横尾原遺跡　Ⅱ:勝岡　Ⅲ:加治屋遺跡　Ⅳ:尾崎　Ⅴ:益貫　Ⅵ:政所第2遺跡
【経塚】
①茶臼ケ陣跡　②太郎坊中原遺跡　③沖水古墳　④下久保遺跡　⑤松ケ迫第1遺跡　⑥松ケ迫第3遺跡
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表3　都城盆地における古代の蔵骨器出土一覧

番号 遺跡名・出土地点 所在地 内容

Ⅰ 横尾原遺跡 大岩田町 蔵骨器（須恵器）2、人骨、骨製簪？

Ⅱ 勝岡 三股町 蔵骨器（須恵器）3

Ⅲ 加治屋遺跡 南横市町 蔵骨器（須恵器）2、人骨、骨製簪？

Ⅳ 尾崎 梅北町 蔵骨器（須恵器）1

Ⅴ 益貫 梅北町 蔵骨器（須恵器）1

Ⅵ 政所第2遺跡 高崎町 蔵骨器（須恵器）1、越州窯青磁碗、土師器

表4　都城盆地における経筒出土一覧

番号 遺跡名 所在地 内容

① 茶臼ケ陣跡 下水流町 経筒

② 太郎坊中原遺跡 高木町 経筒

③ 沖水古墳 早水町 経筒・軽石製外容器・湖州鏡

④ 下久保遺跡 梅北町 経筒・軽石製外容器

⑤ 松ケ迫第1遺跡 安久町 経筒

⑥ 松ケ迫第3遺跡 安久町 経筒

写真１　上ノ園第2遺跡出土墨書土器「秦」

写真２　横尾原遺跡出土の蔵骨器と骨製簪
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写真４　大島畠田遺跡全景 写真３　並木添遺跡の道路跡

図６　大島畠田遺跡遺構配置図（谷口武範・福田泰典2008より転載）
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写真５　馬渡遺跡の四面廂建物跡と墨書土器「財」

図７　馬渡遺跡の四面廂建物跡と墨書土器「財」（都城市史編さん委員会編2016より転載）
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図８　大島畠田遺跡の大型建物跡（谷口武範・福田泰典2008より転載）

図9　日向国府正殿（津曲2012より転載）＊8世紀後半以降9世紀代



― 64 ―

図10　平安時代前期の貴族邸宅跡（平安京右京六条一坊）の建物等配置と大島畠田遺跡の
　　　最盛期の建物配置
　　  （左図：梅川光隆ほか1992より転載　 右図：谷口武範・福田泰典2008より転載）

図11　大島畠田遺跡と日向国府正殿及び平安京前期貴族邸宅正殿との比較（右京六条一坊）
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